
4月は、予定していた社会見学が新型コロナウイルス感染防止対策で中止になってしまったため、急遽「こみ

こみ」にてダーツや輪投げ、ボーリング大会を開催しました。こんなときこそみんなの元気とパワーで“コロナに負

けない！”いざ勝負！ボーリングではみんなどんどんストライクを出し、ダーツは、壁に当たってしまったりしながら

も大きな数字を射抜いたときにはみんなで大喜び。上位3位の3人は商品をゲット☆ ビンゴ大会でもドキドキわく

わくしながら楽しそうな歓声で大盛り上がりました(^^)/ そして、夏の風物詩のうちわをそれぞれ好きなデザイン

で制作しました。好きなイラストや言葉、メッセージを描いて、今年の夏は「myうちわ」でいい風を感じながら暑さ

を乗り切っていきたいです。（生活支援員：宮平 琴乃） 
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コロナを皆で楽しく乗り切ろう！ 就労支援事業所 こみこみ   



コロナに負けず頑張るぞー！ 生活介護センター石川学院 

 コロナ感染防止対策で外出が出来ないため、施設内での活動を紹介します。 

 誕生日会では皆で楽しくハッピーバースデーを歌い、プレゼント贈呈の後、ケーキを頂きながら賑やかに過ごしま

した。調理実習ではフルーツゼリーを作り、フルーツ等をトッピングし、見た目も鮮やかで美味しく仕上がりました。

また、身体を動かす目的も兼ねて中庭周辺の清掃活動を行い、その際、駐車場の斜面にミニトマトが生えいるの

を偶然発見して収穫、美味しく頂きました。思わぬ自然の恵みに、皆さんとても楽しそうでした（＾＾） 

 来月はどこかへ外出行事が出来ますように・・・！(生活支援員：高橋 健二) 

お母さん、いつもありがとう 児童デイサービス 石川学院 

 毎年、母の日のプレゼントはクッキー等を

作って渡していましたが、今回は初めて「手

紙」を書く事にしました。利用者の皆さんから

は、「恥ずかしい」との声が多く聞かれました

が、いざ便箋を手にすると、「何て書こうか

な。」と悩みながら真剣な表情。書き終えた

後は封筒に入れ、一人一人心を込めてシー

リングスタンプで封をしました。 

 「自分で書いた手紙を渡すのが恥ずかし

い」との声が多く聞かれましたが、どうだった

でしょう？(笑) 

 さて、父の日のプレゼントは何にしようかな

(笑) 利用者の皆さんと一緒に考えていきた

いと思います(^^)/ (主任：大築 功) 



久しぶりの外出（ドライブ） 居住支援事業所 風 

 去った5月26日、平成31年度（令和元年度）事業実

績報告書（案）や決算報告書（案）の監査をしてもらい

ました。  

 監査して頂いた仲里監事・友利監事、お忙しい中あり

がとうございました。（事務局） 

 日中活動（リハビリ） 障がい者支援施設 石川学院 

 監事監査、無事終了 社会福祉法人 起産石川 

 ～日頃からの運動を行う事が大事～ 

 利用者さんに日中活動の合間にリハビリを行ってもら

い、身体能力の維持・向上を図っています。 

 今回、古堅大作さんに協力してもらい、リハビリの様子

を写させて貰いました。まず腰回り・股関節周り・膝周り・

足首周りのストレッチを行い、その後、起立運動や直立

から一歩踏み出し元の位置に戻す運動等をして、足の

筋力の維持・向上とバランス感覚をやしなう練習を行っ

ています。そうする事により、転倒等を可能な限り無く

し、いつまでも自分の足で「歩ける・立てる」を目指し、互

いに努力し合っている最中です。また、身体的に丈夫な

方に対しても、ストレッチングを行い柔軟性の維持・向上

を促していき、運動不足を解消する為に縄跳び等を行

い、職員も一緒に楽しみながら行っています。 

 日頃から運動を習慣化する事により障害の有無や年

齢に関係なく、転倒・腰痛を予防する事が出来ます。共

に運動を行い、生涯現役を目指していきます。 

（理学療法士：伊禮 哲也） 

 去った5月12日、ちゅうりっぷホーム利用者さんの希望で、「3密」を避け、金武から恩納村へかけドライブをし

ました。梅雨入りして雨天ではありましたが、久しぶりのドライブで車内では好きな歌を歌ったり、お喋りしたりと、

皆さん楽しそうに過ごしていました。 

 ドライブ後は、ホームで購入したお弁当を美味しそうに頂き、良い気分転換が出来たようでした。 

（世話人兼生活支援員：仲松 美紀子）  



職員インタビューNo.51 
居住支援事業所 花かご 世話人 永山光枝 

Q1:入職の経緯と仕事の魅力を教えてください 

 転職を機に専門学校で介護の資格取得を目指してい

たところ、実習先で石川学院を紹介して頂いた縁でホー

ムの世話人として入職し、今年で10年になります。まだ

まだ学習することが多く、奥深い分野の仕事だと感じて

います。  

Q2:モットーは？：笑顔で前向きに！  

Q3: 利用者さんとの思い出は?  

 勤務初日、緊張している私を迎えてくれた利用者さんたちの笑顔が、今

でも忘れられません(とても嬉しかったです) 。また、ホームのメンバーで、

美ら海水族館、パイナップルパークへ外出等、色々楽しかった思い出が

あります。   

Q4: 趣味は？ ： ドライブ(通勤がドライブ？)と可愛い双子の孫と公園で

遊んだり、近所を散歩したりすることです。  

Q5:今後の目標は？ 

 利用者さんとの信頼関係を築き、ホームでの生活を穏やかに快適に過

ごしてもらえるよう、日々の支援を頑張ります。   

Q6:バトンはどなたへ？ 

 パワフルで元気な、ホーム世話人の伊波弘子さんへ！  

 社会福祉法人 起産石川 

 

〒904-1101 

うるま市石川東山本町1-20-1 

障がい者支援施設石川学院 

児童デイサービス石川学院 

Tel:098-964-2286 Fax:098-965-6004 

生活介護センター石川学院 

Tel:098-964-2239 Fax:098-965-6004 

 

〒904-1101 

うるま市石川東山本町2-12-15 

コミニティセンターいしかわ 

    （就労支援移行・就労支援B型） 

Tel:098-963-0073 Fax:098-963-0074     

作業棟（石川学院敷地内）     

Tel：098-963-0305 Fax:098-963-0306 

ハピメロ（うるま市役所東棟1階） 

 

居住支援事業所 花かご 

 ふきのとうホーム・のぼたんホーム 

居住支援事業所 風 

 かぐや姫ホーム・ちゅうりっぷホーム 

居住支援事業所 きさん 

 ぽこ・あ・ぽこホーム 

 

〒904-1101 

うるま市石川東山本町2-12-15                                

相談支援センター石川学院 

※強度行動障害支援者養成研修修了の 

  相談支援専門員を配置しています。 

Tel:098-964-2445 Fax:098-964-2446 

   

〒904-1101 

うるま市石川東山本町1-20-2  

                 ロジャーズ館3F 

社会福祉法人 起産石川 事務局 

Tel:098-964-2286 Fax:098-964-5055 

 

〒904-1106 

うるま市石川2-2-1 108号 

地域活動支援センターみほそ 

Tel:098-989-8146 Fax:098-989-8147 

Mail: mihoso@otc.ne.jp 
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皆さまからのご支援ありがとうございます 

https://kisanishikawa.jp/ 

 保護者会やうるま市等たくさんの方よりマスク

の寄贈を頂きました。これからも新型コロナウイ

ルスとの戦いは続きますが、頂いたマスク等も

活用し、法人にコロナウイルスを持ち込まない

よう、取り組んでいきます。誠に有難うございま

した。 （起産石川職員一同）                    

6月からの新型コロナウイルス防止対応について 

 当法人では、6月1日より、短期入所（ショートステイ）、入所施設やグ

ループホームの外出・外泊・面会、他事業所との併用等、控えて頂いて

いたサービス等について一部解除しています。それと同時に第２波到来に

向けての準備として、下記事項を実施しておりますので、保護者の皆様に

は、引き続き、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 
 

 

 

 1.サービス利用について 

   ・通所利用者さんは、送迎前の検温と37.5度以上の発熱がある場合は 

    ご利用を控えて頂きます。 

   ・入所施設での短期入所を予定している方に、グループホームでの短 

    期入所利用をご提案する場合がございます。 

 2.保護者様へ 

   ・面会時は、検温をしてもらい、37.5度以上の発熱が認められる場合 

    は面会を控えて頂きます。 

   ・保護者や面会者の渡航歴等を確認させて頂いています 

   ・健康チェック表の記入をお願いしています。 

   ・3密を避けての外出をお願いします。 


